
６．市政懇談会 

  

  

 ４．防犯防災・交通安全の確保について 

 

   ③ 上谷柏地内の谷柏橋が水害による橋脚流出のためなくなってから数年たち

ますが、旧橋両側(本沢側も)の住民は非常に不便をきたしております。 

緊急車両の出入りも一方に限られ、緊急事態に十分対応できない状況にあ

ります。 

地区民の生命•財産を守るためにも補強整備による谷柏橋の復旧をお願い

いたします。 

 

また、山形聾学校グランド建設に伴うフェンス工事で、金網でなく高さ 3 

m ぐらいまでトタンが張られたため視認性が悪くなった。 

横断歩道はできたものの、北からの車が歩道まで出ないと右からの車や人

を確認できなくなった。 

地区民や九中生の自転車利用が多数あり、小•中学生の通学路にもなってい

ることから、早急な対応をお願いいたしします。 

 

   

  (   佐藤山形市長より ) 

 

     ③ 谷柏橋につきましては、1 年前にも要望をいただいて、それと同じ答えに

なって、申し訳ございませんが、河川管理者である村山総合支庁と修繕方法

について協議を行いました。 

橋げたの補強復元については、木の部分を鉄製に替えても河川道路管理施

設に不適合のため認められないということでありました。 

そのことから、自動車通行ができるようにするのは不可能であります。 

 

自動車が通行可能な橋にするためには、はしの架け替えが必要となり、そ

うなれば、１．５ｍ高くなることから、周辺地権者の方から協力をえなけれ

ばなりません。 

自宅から道路への出入れが困難になる場所も発生することとなります。 

現在、睦橋があることから、周辺の交通量を含めて、現状の自転車と歩道

の橋としてご利用いただきたいと思っております。 

どうか、昨年同様の回答で、申し訳ありませんがご理解をお願いしたい。 



次に、ろう学校のグランドフェンスについてですが、何故フェンスを設置

したのかを学校に伺ったところ、生徒がグランドを使用する場合にお互いに 

       先生の言葉を聞き取れるように防音を目的としており、先生の声が聴きと

れる安全対策ができるか、という点で撤去が難しいという話でした。 

安全対策を前提としながら、関係機関と協議をしたいと考えておりま

す。 

 

 

 

 


